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ニイルの童話における基本的視点 (2 ) 
- The Boomi昭 0/品mkie(1918)とCα作 0句 Broon(1921)の
ウイットとユーモアー
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序.先行論文の要約と本稿のテーマ
本紙fの先行論文「ニイルの童話における一基本的視点
(1トきさ乎の笠場する 『おはなしJA Dominie's Fiveと
The Lasl Man Aliveの特色とねらいJ(本紀婆第25巻)の
中で副主将は. きき手の子どもを物語の中に主主場させなが
ら符りきかせるニイル独得の 「おはなしJを紹介し，そ
の特色を次のように筏君主した。
1.おかしさとユーモアにあふれた楽しL、「おはなし」
であること。3ぃ換えると.ニイルの電話には教訓|
的なものが排除されていること。
2.しかし占いものの見方や現代文明などを笑いの
タネにすることによって.伝統的な価値観を痛烈に
j比判lしていること。
3.きき手の子どもを物誌の中に登場させ.活2起させ
ることによって.子どもたちの抑圧された感情を解
政し.門我の欲求の充足を意図していること。
-3で言えl;f.このような童話によ ってニイルは.
チどもたちを社会的および心理学的なtfJJ圧や拘束か
ら解政し.子どもらが自由に，そして積極的に自分
自身の人生にのり出していくための一助としようと
していると忠われる。つまり，この童話は.大人や
社会によるさまざまな拘束や抑圧あるいは巧妙な操
作から子どもを解きはなち.自分自身の生き方と世
界観を形成させようとするニイルの教育哲学のひと
つの尖銭形態であると言ってよい。川
本稿では，これらの童話に先立って3かれた文学
向(n干作.すなわち.
1. The Booming 01 Bunkie. 1918 <rパンキーのにわ
か呆気J)
2.ζ辺rrotyBr.ωη. 1921 (r赤毛のピーター ・ブルー
ンJ)
の2~:泌を桁介し.そこに館、められたニイ ルの人 /:11鋭や世
界観を. とくに彼の教育論の発展との関i主において検討
したいJ2}
The Booming of Bunkie (1918)のストー リ ー
とテーマ
これは.r教師の手記J( A白minie'sLog. 1915).お
よび『クビになった教師J(A伽別問。snussed.1917) 
に続いて汚かれたニイルの3番目の著作である。ニイル
は向伝 『ニイルのおパカさんJ(Neill/ Nei{{1 Orange 
Peel.'. 1972)て..rクビになった教師1は軍隊生活の中で
そFきあげられたと述べているが，山彼が入隊したのは
1917年の存であり.除隊になったのは1918年に入ってか
らであるから.出版年度 (1918;1乙)から，考えて.この The
βωm!押g01 Bunkieも.おそらく軍隊での生活のあい1m
に必かれたのであろう。
物Jfの糠TL?となるパンキーは.スコットランド京海停
の小さな町である。大部分の男は鉄道につとめている。
「ふだんは.めったに何事も起こらないJ静かなところ
である。(そのモデルとなっているのは.ニイルの生まれ
たフォーファーで，街の通りなど笑在の地名が使われて
いるし.ダンディー.アバディーンなどといった近くの
郷市も実名で出てくる。)
???
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THE BOOMING 
OF BUNKIE 
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図一 1 The Booming 01 Bunkie (1918)のカノ，-
さて.この「めったに何事も起こらないJl、なか町は，
ピータ ・ー マクマンという青年が現れてから.にわかに
活気を呈することになる。彼は.気のいい町長の庇穫を
受けて.このai'<沈んだ町へ観光客を大量に日乎ぴょせる
仕事にとりかかる。バンドの結成.海水浴場のIlf設.新
聞の発行. ゴルフ場の建設などである。とくにゴルフ場
は.既成の観念、にとらわれないピーターの奔政な想像力
を存分に働かせて設計された。ふつう なら 9ホールしか
できない広さの土地に18ホール作ったために.策も長い
ホールて切ヤードしかない。16番ホールでは.クラブハ
ウス越えにティー ・ショ yトを打たねばならない。勝っ
たものはパートナーに一杯おごらねばならない等々
・。ピーターが，この新しい観光地について.ホラ
話.1.ごじゃれ.こじつけ.笑い話などを繰りまぜて立伝
したために.パンキーの町は忽、に大勢の観光苓で賑わう
ことになる。
しかし.伝統的な道徳を重んじる人々(牧問i.学校の
校長など)には.このパンキーのにわか景気は背々しく
思われた。告ら，;1..秋になり鋭光春の去るのを待って.
ピーターに対する攻撃を開始する。ピーターの計画は.
人々の関心を低俗なことがらにfbJけるものであり，人々
童
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主、，ー
子
の道徳的退廃をもたらすものである。それは人間の銭高
な生き方を愚弄するものである.というのである。ピー
ターは.彼らの主催する糾弾集会でレ危機に陥るが，町長
の総イヴリンの機転に救われ，彼を攻聖書する人たちは.
すごすご引きさがる。ピーターは名将を凶復しイヴリ
ンの愛も得る。以上が.この小説のストーリーである。
ところでる筆者は先行tS文において.r The Booming o[ 
Bunkieは，イプセンの『民衆の敵jをかなり意識して砕
かれたと思われる風刺小説である。」と述べた。しかし.
これには若干の補足説明を加えないと誤解を招くかも釘l
れない。
l'f年時代のニイルは.バーナード ・ショー.H. G. 
ウエルズ.イプセンなど社会主義的思想をもっ作家の彬
緋を強〈受けていた。彼は.このこ とを自伝の中ではっ
きりと認めている。川また，初期の4冊の教育手記の'1で
最も頻繁に名前の:Bてくるのは，この3人の作家と哲学
者ニーチェである。そのうちでも特にイプセンの『民衆
の敵jにはよほど感銘を受けたらししその中心テー?
である「真に誠実な人や真理を見ぬいたものは.社会の
多数派(the majority )から敵視されるJという考えは.
その後のニイルの著作にたびたび出てくる。また彼は.
臨時校長として勤めたグレトナ・ グリーン ・スクール
て二 しばしばこの 『民衆の敵Jを子どもらに読んで聞か
せ.一般大衆の保守・性などについて訴っている。
The Booming o[ 1:3，ωlkieは.イプセンの戯曲と同じよ
うな設定でスター卜する。つまり.小さくて静かな町が
急、ににぎわい始め.その突然の繁栄をもたらした主人公
が.しばらくは英雄としてもてはやされるが.やがて也ー
lHから非難され攻撃されるようになるのである。ニイル
は.ストーリーだけでなく .r真理 (正義)は，多数派に
はあらずJというテー?に関しても.r民衆の敵jからヒ
ントを得ていると札1われる。このことは，たとえば主人
公ピーターの次のようなことばからも伺うことができ
る。
(ピー ターがジャーナリズムに見切りをつけた型
自)
私は，ジャーナリズムにはうんざりしているのです。
ジャーナリズムは.召使いのようなものです。いつ
も街を歩いている人たち.つま り多数派のごきげん
を伺っているのです。どんなときでも.そういうil
中と同じレベルにまで下らなくてはならない。そう
こうしているうちに.魂まで売り波してしまうので
す。山
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しかしニイルはこのテー?を深刻に迫求することを
しないで.物品をハ yビー ・エンドに終らせる内ヒーター
は‘『民衆の敵jの医師スト yク7 ンとは注って. I}び民
衆の支持をf量得し.彼を追放しようとした旧道徳の代弁
-1'.'のJjが述に斥けられてしまうのである。つまりニイル
は.ストーリーとテーマに関して f民衆の敵jからヒン
トを仰たけれども.イブセンめように悠りをこめて社会
の保守性や1.1/1必を?'「発するというよりも.むしろ.皮肉
ゃあてこすりによって.そういうものを笑いとばそうと
しているの
ニイルが.イブセンの激しい告発の.~~に ヒントを 1!Þな
がら.u先行を笑わせおむしろがらせるような作品に1:立
上げたのには.勺時 (そして生流にわたって)彼が賃貸
してやまなかったチャプリンの喜)~IJ映両の影特もあるか
も知れない。(チャプリンは.1914年に映画iにデビューし
次々と短編を発U.. 1i財政初日ingo( Bunkleの出た1918
il'には.名作 rlニなえ銃』を残している。)
しかし.だれもがよZめるように.チャプリンの作品は
lji なるドタパタ十年)~IJ て'はない。 むしろ. j皮iま Iliい回定
観念や伝統(I~)j酬1;観をこっぴどくやっつけ.rlこなえ鋭1
などでは.社会{ドj'H与J司や戦争などを鋭〈批判lしていた
のである。 i皮の1I~llhj を深〈交ーしたニイルは。 『まよえる教
師j( A Uominie iη lJoubl. 1920)の'i'で次のようにJF
いているの
…布、は.教育|村手干のー，mにチャーリーをとり入
れるべきだと主似したも、。
広には司チャーリーは.rJi次Jtの生活とやらをめ
ざしている併集にたいする解毒剤のように見える。
，. .... 
つまり.ニイルにとってチャプリンの映画li.何より
らまず， r:jr;"JなIJ，tliの追求を説<.1，いiIfi'患家を笑いとば
し彼らの押しつける価I(基準から人1mを解枚するもの
であったようだ。そして. 77ze Boo昨ungo( Bunkzeも.
伝統的価I(観にたいする「解毒剤Jとなること を意l主lし
て占かれたように忠われる。
Cαrro tu Broon (1921)のスト ー リー とテーマ
これは.rまよえる教師jにあい、て1921年に出版された
もので. Jjl行本としては 5f1lH3.文学的作品としては 2
冊目の庁作である。ロンドンの進歩主義学校King
Alfred Schoolにつとめ.また.教育雑誌 TheNewEra 
を編集していたころに冷かれたむのである。 The800111・
ing o( I:JUllkleが.ふつうの大人のための小説で、あるのに
( 3 ) 
対しこれは.少年少女にも読めるようにJトかれている
物"itの符f;は.スコ ソトランドの小さな付て.ニイル
が8i，jtのときに移り住んだキングズミューアがモテルに
なっている。主人公の赤毛のピーター ・ブラウンは.大
J~tl)j で午の1tt".~をする労働者の息千である この'1'6.1い
の子どもであるということ.そして.きょうだいカずωtの
ベ ァツしかいないということを除けば.ピーターの境im
lま.作行ニイルド!身のそれとほとんど|司じであるまた.
物fiJ!?の小のできごとの多<li.ニイルの|可伝に，1r-かれて
いることに対Iむしている。 もとサマーヒルの紋乍教sI!iで
あったへミンクズ(Ray Hemmings )によれば.C(/I'roly 
/:Jr，ω押は. J.!(j'でもキングズミューアの人々にi1tまれて
いる
………この本がキンクズミューアでよく読まれてい
るのは.キングズミューアについてJFかれたものて
あるからにはかならないだろう。登場するのは 1皮
らの1常生活の'i'で顔を合わせていた尖伐の人物が
モデルとなっているJn
へミングズli.このように述べている。( j^'I:r..も.過去
2111この十Iを訪れたが.ニイルが少年1.)f~をすごした教
1似合に現イ1:すんでいるミラー氏は.0宮内ηIyBrt仰 1にIH
てくる場所のいくつかへ案内してくれた。)つまり.これ
はI"Irぷ小説て。あり.ニイルは1':1分自身のさまざまな体験
をぷ材にして.どこにでもいる少年の心の出Jきと j止を
とリまく，1ki兄とをユ モアたっぷりにJ前いているのであ
る とりあげられている主な内容は汰のとおりである.
はじめての:iE
l血j続にたいするi三頼の動係
{♂Ifll (宗教)への懐疑
死後の世界にl期する不安
ナルチステイ yクな空怨
lムい世界へのあこがれ
少年らしいフライドと意地
J'I-，';!.'，、い
教師にたいする恐れと悠リ
発iリ!と全もうけの野望
n己嫌必
大人になる喜び
愛するもの(妹)を失なう悲しみ
物，ilHi. ピーターが14歳になリ.一人，jiの男の象徴で
あるu:ズボンをもらって.大人になる喜びをかみしめる
ところてホヰる。
- 196 ー 児
全体は22章からなっており.おおまかにヨって.ひと
つの章でひとつの事件とテーマが扱われている。そのた
め.クライマ ッ クスに向けて各~が有機的に傍成されて
いるとは青いがたい。(このことは，ニイルのすべての著
作に共通している。)そのために.盛りあがりに欠ける感
じがすることは盃めない。
なお本15は.ニイルのすぐ下の妹で.ピーターの妹ベッ
ツのモデルとなったクルーニィに俸げられている。(彼女
は. 本~執絡め約 2 年前に亡くなっ た。)
知的なウイッ卜から感情的なユーモアへ
さきに述べたように， The Booming of Bunkieは，既
成の価値基地を笑いによって批判しようとしている。
まず宗教を例にとりあげてみよう。ニイルは.宗教上
の議論を展開したりー人間形成における宗教の功罪を検
討 したりするのではなしむしろ.宗教や宗教家を茶1t
すことによって否定しようとする。その典型的な例を
「ウソっ きコンテストjの場面から紹介しよ う。
(iウソっきコンテストJでは，rあなたは.なぜ
パンキーへ米たのですかJという間いに.いちばん
突拍子もないウソをついた人に.一等設が与えられ
ることになっていた。)
白人の鋭光客が答えを出した。.
審査委員会I;t.， ビープルズから来たジョシュア ・
ビギンズ氏に一等1'1:・を与えた。ビギンズ氏は.
「私は皆さんの魂を救いにやってまいり ました。」
と答えたのであるJ8}
典型的な古いタイプの教師として登場するダン
ロップという校長も，笑いのタネにされている。1皮
は.ユーモアのセンスに欠け.想像力に乏しし 「ム
チを惜しむものは.その子を損うj式の教育の擁護
に必死になっている人物である。 彼は.ピーターら
の策にのせられ.シンクレアーという急進的教育思
想家と論争するはめに|陥る。ンンクレアーは次のよ
うに杏〈 。
ムチを用いる教師は.最寄りの精神病院へ隔離さ
れるべきである。彼は，愚かで.残忍で.偏狭な犯
罪者である。もし教師が生徒を打つなら，その子の
父親は学校へかけつけて.その教師を叩き伏せる権
利を有するJ制
シンクレアーの主張は町の人々の問に， ダンロップの
二重.. m. 
( 4 ) 
ρ". 
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Carroty 
Broon 
The ð: mU~lnf( adventu ，'e~ . 
sentlmenlll and other、Ise.of
Pe，er Brown By the author 
of A DOMINIE'S LOG 
図-2 Cαrroty Broon (1921)のカノ{_
教育方法にたいする疑念をかきたてることになり.r一度
もムチを惜しんだことはないが.多くの子を煩ったJダ
ンロップは. 父兄の眼差しにおびえることになる。
この小説てーは，親の権威もおおいに危機に頻するこ と
になる。たとえば.フェ スティパルの行事のひとつに「数
学コンクール」があり. 日ごろ権威をふり まわしている
大人たちが.子どもらの面前で， 568X64といった計算に
失敗して面目を失うのである。
ダンロップや牧師らとともに伝統的なものの見方の慨
嘆者で¥いつもピーターと論争するデイヴィドソン医師
ふ綾後には.町長の娘イヴリンの愛をピーターに奪わ
れて，道化師の役をまっとうすることになる。ニイルが.
これら旧道徳の代弁者の特徴としてヤリ玉にあげている
のは.次のような態度である。
想像力とユーモアの欠除
威厳の重視
偽善.見せかけ
規律と秩序のJ!¥I.ι
独創性にたいする敵意
これにたいしてピーターの尊重するのは.
自由な空想、力
堀:ニイルの重，1liにおける基本的観点 (2) - 197ー
ユーモアのセンス
自然でオープンであること(natural and open ) 
独創性
口険心
などである。デイヴィドソンたちは.こういうものを低
俗である(vulgar )と67って非錐する。
(このころのニイルは.社会的不合理. とくに資本主
2主体制に激しい怒りを感じており.授業においても政治
的なものを績極的に取りあげていたのであるが.この小
説では.資本主義批判はあっさり抜われている。)
主人公ピーターは.デイヴィドソン医師に次のように
、ー
Jヲ。
教えるということは.思ーも神聖な仕事です。子ど
もの無知を治すということは.ハシカの治僚よりも
、Z派な行為です。…….fJ.は自分を教育家だと思って
います。私の古う教育家というものは，人々にn分
たちの価値について.じっくり考えさせる人のこと
です。私Ij:， パンキーの人たちに.その価Ilf(につい
ての再検討を迫っているのですJS削
ここでいう「価値」とは.むしろ「可能性jというほ
どのff.味であるが.このことばは.この小説のテーマを
端的に表わしている。つまり，n~にも述べたように.ニ
イルは既成の価値観や因艇などによる拘束から解波され
て.怨像力を存分に発持し， i自然のままに」そして「紐
楽天的にj生きる人IUを描きたかったのだと忠われる
ところで.ニイルのこうした窓図がこの小説で成功し
ているかと言うと，lf布・には必ずしもそうは恩われない
彼は.既成の回定観念や行動係式にとらわれない自rlな
若名ー の姿を.自分自身じゅうぶんに楽しんで';1れ、ている
のであろうが.彼の意図は少タ空回りしている感じがす
るのである。つまり.この小必の人物.場面あるいは目Ji
件が.必ずしも現実感をもって読者の心に訴えかけてく
るとはコいがたい。
まず.ス トーリーの展開が安易すぎるきらいがある
たとえば.ピーターの敵対話たちは.たいした持労もな
く撃退される。イヴリンの心が.それほどの内的犯秘な
しにピーターに傾いていく 田fの人たちから抗議やJli絡
を受けると.議弁に近いゴいのがれで身をかわす i~l; し
みJ という要素がほとんどない等…一。こう した安易な
ストーリーの展開が，物"ftから緊9長感を奪っているよう
に忠われる。
さらに，~いをよびおこすために導入された・J~作が.
ドタパタ菩劇の性mをもち. しかも.現実には起こリえ
ないようなものであることが多い。ところがそのー)jで
( 5 ) 
ニイルは.ことl;fに頼りすき.ているようにも忠われる。
たとえば，'kに述べたようなテー7 が.しばしばピーター
のおしゃべりという形で展開されるのまた.%のきいた
「ことばあそびJi.::rいのがれJiホラぷHこじつけ」な
どが.笑いをさそう手段としてふんだんに用いられる。
つまり.いっぽうでは非現実的な古V~f無形の・I~件をつく
リあげ.他万では余リにも知的な然知に点っているので
ある。現実味のある人物の具体的な行動や心の動きの箔
写ということに余りt.iが向けられていない。とくに.
ニイルが批判の対象として登場させた人物Ij:，実rE!惑に
欠けるように思われる。
それにくらべると.下桝労働名ー階級の人物は.その無
知や強f肯さ.恐行などを皮肉られながらも.生き生きと.
そして共感をこめて儲かれていることカ、ある。たとえば.
ポブ ・ジョンストンという男が登場するの1皮は.酔っぱ
らって線開に泌そべり.急行列'!(に片足をひかれたが.
そのことを I~L' じるどころか. むしろ，おおいにf早:ì!Jこし
ているの
オラの足li，あんた.ロンドン行きの急行にもっ
てhかれちまったんだ オラ，そのことを白↑をにし
ておる。貨物列'I{なんかじゃねえよ，j屯行でもねえ.
急行なんだぜ，治、行 1 急行を止めたんだ.このポ
ブ・ジョンストンさまは。え、あんた.てえしたも
んだろ.ちょっとしたもんだせ' いまたかってパン
キーて急行を止めることのできたなあ.オレさま一
人なんだ え.わかったかね ……ロンドン行きの
急行たぞ いり
The8iωmtng 01 Hunkieでは.このリjほど実向感を
もって登場する人物は.他にはほとんどなL、
白rrolyHr(ω1もまた.読者を笑わせることをねらって
占かれた本である そして.その笑いを過して.われわ
れ自身とその生活をもう一度見なおすことを迫ってい
る。そういう。な味て二前の作品と似たテーマが追求され
ていると Jえる。しかしこの{t"l/'で'Ij:， í皮は ， 大~裟
で突拍子もない‘I~件を考え出したり.また逆に知的なお
しゃべりを繰りひろげたりしないて二むしろ.平凡な少
年の自然な心の動きと.彼をとりまく状況を淡々と箔こ
うとする。
たとえば宗教をとりあげるにしても.牧師を戯幽化す
るのではなし主人公のビーター少年が;ji教によって与
えられた死の恐怖などを拍くこ とによって，IHJ被的に批
判lする。教育批判も同憾である。本，lFにも伝統的教育在J/.
をもっ厳しい教帥がま場するが.ニイルIj:，この教師の
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行為(ムチ打ち.'~ij笑.えこひいき.視学官や'下校のJlJ1
'l:~にたいする矧びなど)と.それにたいするビーターの
恐れや怒り などをリアルに描くだけであるJl引
階級差別というような社会的不合理も.111坊主の般と
ピーターの恋とその破綻とを，かなしみとおかしさを餓し
だしながら話ることを過して.より間接的に批判する。
観の権威の問題にしても.ビーターの疑い. 汗しみな
どに.!Iして取りあげられている。たとえば.ピーターは
近所の人から.おnijはjjLj，*見の結婚後7ヶ月で生まれたの
だ.と言われて恐慌に陥る。彼にとって両親はうと金無欠
の存在で.母親が結婚したとき自分をすでにみごも って
いたなどということは.およそありうべからざること
だったのである。彼は.fiLl貌の留守中に家じゅう般して
「結婚許可証jを見つけ.近所の人の中仰が事実である
ことを思い知らされることになる。
6 s寺になって彼女(母税)は帰ってきた。そして.
バディー(地名)で聞いてきたことを思い出しては
笑った。ピーターは.腰をおろして母の顔を見た。
やっぱり母は天使のように見えた。笑ってるお母さ
んは.何てかわいらしいんだろう・ ・一。しかし.そ
の佼ピーターは.はげしく悩み侍しんだ。もう人生
なんて何の意味もない.と彼は感じた。いちばん大
切なf/lH象が崩れ去ったのであるJl引
しかし彼は.その現実に耐えきれずに.rぼくは.き っ
と7ヶ月で生まれた月足らずの子なんだ。だから勉強も
できないんだ。jと考えることによって自分を慰める。む
ろん彼門身.これはtれなる 「合理化lにすぎないことに
気っ・いている ...。このようにして.ピーターが親を比
る眼は.新しい段階に入るのである。(ピーターの貌にた
いする態度は.妹ベ yツの犯を契機に.人間的ないたわ
りにみちたものへと発反する )
Carroty Br，ωn li. The Boommg of Bunkie同僚.~1U守
をたのしませ笑わせることを窓図してiIFかれている。し
かし.後者の笑いが，伝統的な価値観にたいするjlrif.!1な
風刺と.思いもかけない突飛な発忽によってひきおこさ
れるのにくらべ.前者のそれは. 上に紹介したように.
感じやすい少年の行動と心理の淡々とした錨写からにじ
み出てくる。見方を変えれば.読者がピーターに按して
もらすのは.ちょうと・大人がi:JJな子の真脅IJなJ動にふれ
るときのほほえみや笑いに似ている。相手を対象化して
Rうのではなく.むしろ相手に限りなく共感を抱くとき
の笑いである。そこには.感情的なつながりがある。説
話は.ピーターと共通の世界をもっており. ピーターの
Ji 
( 6 ) 
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行動等に感じる必かしさは，実は読1';ーが円分自身に感じ
るおかしさでもある。ピーターの行動や心の動きは.だ
れでも経験するものであり.読者は.この物初を読むこ
とによ って.実は自分自身の無意識を解放しているのだ
とも吉えるだろう。 (The Booming of Blmkieで.このよ
うな笑いを餓し出すのは.先にあげたポプ ・ジョンスト
ンなどごくわずかである。)
以上を要約すると. The Booming of Bunkieにおいて
ニイルは、どちらかというと知的なウイ ットや風刺，そ
れに非現実的なっくりごとによって笑いを誘おうとし.
Carroty BI1ωn においては，読者の感情 (無意識)に直接
ふれ.それを解紋するようなできごとを焔:与することに
よって.共感的なユーモアを生み出そうとしているのだ
と言う ことができるであろう。そして.評論家がふたつ
の作品を比較すれば.その多くは.おそら くGarroty
Br，ωn の万を ~S< ;1判而するであろう。
ところでニイルは.The Booming of Bunkieが成功作
とは言えないことに.早くから気づいていたようだ。彼
は.rまよえる教師jで、 この小説li余リ売れなかったと
述べ.その原因について次のように斡いている。
ーなぜなら.この作品は.余りにも知的に作り
あげられたものだったからである。それは.ユーモ
アというよりも.むしろウイットにみちた純粋に知
的なエッセイであった。…・・
伝は.もう少しウイットとユーモアをくらべてみ
たい気がするが.今は，ウイ y トlま知的なものであ
るのにたいして.ユーモアは感情的なものであると
指摘するにとどめよう。ユーモアは自然的なもので
あり.ウイットは文化的なものである。ことばがな
くてもユーモアはあるカえウイットは.ことIi'がな
くてはあリえないJ143
ふたつのft;lrilが.よく似たテーマを追ボししかも読
者ーの笑いを誘おうとしていながら.両者・の手法に明瞭な
j皐いが見られるのは.このような反行があったからであ
る。
もっとも.ウイ ットとユーモアを.rウイット一 知性.
意識J.rユーモア ー 感情.無意識jという図式だけで
とらえるのでは不卜分であろうしまた. 1干!leBooming 
of Bunk官1eがイミil米な作品となっためには.さきに指摘
されたよ うに.ストーリーの構想上の弱点も原因となっ
ているのであるが。
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ところで筆者は.ニイルの教育論の発展を3つの時期
に分けて考えている。第 l期は.1918年のホーマー・レー
ンとの出会いまでである。この時期のニイルはすでに，
教育の目的は.チどもたちを占い道徳や図書きから解抜し.
自分たち自身の世界観をきずかせることである，という
終生かわらぬ基本的見解を示しながらも.実践的には必
ずしも明確な方針を確立していなかった。ところが.レー
ンとの出会いは‘ 1度に精神分析という当時の新しい心理
学へと導き，ニイルは.人間の自民iな発達を阻害する無
意識のダイナミ ックスについて知るようになる。彼の関
心lふことばによる啓蒙よりも子どもたちの感情的解放
と，そのための心理学的取扱い(分析的取織し¥すなわ
ちプライベート ・レッスン)へ向けられるようになる。
第3矧(ム 1937iFごろからで.心理学的取扱いよりも.
愛と自由を保障された生活の方が.Uの向由人の育成に
有効て前あると考えるに至った時期であるJ15} 
さて.本稿でとりあげた 2つの文学的作品は.ちょう
どこの第 l期から第 2期への移行期に占かれている。つ
まり 1920年の Iまよえる教師』は.第 l期から第 2刈へ
の思:tp，、の発展を鮮明に示す普作であるが、その 1{!Î1~と i任
後に占かれたのが. The Booming oll:Junkze (1918)と
亡ぷrrotyβ代ゆ吋 (1921)である。これまでに指摘された両
者の性絡の違いも.このようなニイルの教育観の変化の
フロセスに対応していると Jえよう。
F白神分析の理論から多くを学ひ二子どもたちの無意識
の世界にふれ.そこにtfJJ圧された感情を解放することの
重要性に気つ、いた彼は，そのための手段のひとつとして，
Carroty Br，ω吋の翌年には.先行論文で紹介されたような
きき手の子どもを登場させながらslEるという独得の「必
はなしJを生みだすにいたるのである。
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Summary 
The main theme of this study is to examine the differences in the basic ideas between two earliest fictions by 
A. S. Neill 
The Booming ofβ'unkie， the earlier of the two， isa novel on the sudden prosperi ty of a small town in Scotland. It is 
aroused by a young heretic wlth a sense of Wlt and wlth a severe critlclsm of the f，∞Iish sides of the traditional view 
points. The second one， ca門"otyBr.ω1'1is a story of the growth of a sentimental village boy (the model is Neill himself.) 
80th of these invite the readers to a great deal of laughters， through which they are led to criticism of， and liberation 
from the old morals. However The Bヨommgof Bunkie depends mainly upon Wlt or intellectuall記nseof fun， while 
Carroty&肌叩onhumor or sympathetic smile which touches the unconscious of the reader. It is because of thls basic 
di fference that the latter should seem the more successfuI 
As pointed out by the author of this study in another theses， Neill reached a turning point when he came to know th巴
theones of psycho.analysis. A伽 niniem Doubt (1920) could be called the greatest milestone in the development of 
his educational thoughts. The two novels discussed above were written just before and after this step. The change 
from intellectual wit to sympathetic humor corresponds with the development in his philosophy of education 
( 8 ) 
